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年齢 :18歳 体重 :5300土200g 出生地 :日本
B-2方法
(1)超音波照射方法
全身麻酔下に右側頭部から同側中大脳動脈に対し
て60分間の超音波照射を行なった.AlteplaseO.9mgn(g
静脈内投与の後,血栓溶解用超音波(周波数490kHz,
強度0.72W/cm2)の開放照射を32分間行い,休止中の
28分間を超音波Dopplerソノグラムにより血流状態を
監視する.照射終了後,麻酔覚醒を行い意識状態,四
肢麻痔の有無を確認した後,飼育管理を行う.翌日,
頭部MRI投影 (Tl,T2強調画像)を行い出血性合併症
の有無を確認する.
(2)検体摘出方法
7日後,再度神経学的評価を行った後,.バルビター
ル深麻酔下に心尖部より10%ホルマリン潅流固定を行
い,脳組織を掃出し,超音波照射の影響について神経
病理組織学的評価を行う.
∫(3)神経病理組織学的評価方法
光顕 :H.E.染色,Kluver-Barera染色,Bodian染色
免疫光顕 :抗APP抗帆 抗RCA-1抗体,αBcrystalin,
HspOleatShockprotein)32耶0),Hsp40,Hsp60,Hsp70,
Hsp90,TUNEL,cyclooxygenase-2
<C.結果>
いずれも超音波照射後に神経学的脱落徴候を認め
なかった.翌日のMm では,出血性病変を認めず,7
日間飼育を行なった.2例共に大脳皮質,白質髄鞘も保
持され,標的となった中大脳動脈にも組織学的変化を
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